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台風 や大気擾乱の 発達に対 する新しい 表層海洋熱容量

　　　　　　　　和田章義、碓氷典久 （気象研）

L 目的

　 台風 の 発 達や 最大強度を予 測する上 で 海 面 水 温 よりは

む しろ海洋 衰 層水 温 が 良 い 指 標となることは 、これ まで 多

くの 研 究者か ら報 告され て きた（例 、Wuda 　 Ultd 　Usui．2007，

」ournal 　of 　Oceanography＞。
“
海洋貯熱暈

”
とも呼 ばれ ること

の あ る台 風 に特 化 した 表 層 海 洋 熱 容 量 （Tropical　cycl 。 ne

heat　 potential： TCHP ）｝す海水温 26℃ 以上 の 海水がもつ

熱 容 量 として 定義 され る （Leipper 　 and 　Volgenau ，1972 ，

Journal　of 　Physical　OceanDgraphy＞。この
ti

海水温 26℃
”
の

妥当性 に っ い て はあま り議論され る二とはな く、む しろ鉛 直

平均 した水温 を海洋貯熱量 の 代 わ りに 台風 の 発 達 に 対す

る指標 として 使 用 す るこ とを提 案する研 究 もある （例 、Price，
2009 ，0cean 　Science 　Discusslons ）。

　気象庁ア ジ ア 太平洋気 象防災セ ン ターに お い て は 地

域気象セ ン ターとして 国 外 の 台風 予報作業を支援する 目

的で 、日別 TCHP 分布 を 国外 の 気 象 セ ン ターへ 配 信 す る

こ ととな っ た 。
こ の ため TCHP データ の 台 風 予報 へ の 利用

を促進する
一方 、TCHP デ ータの 定 義を 見直す こ とに より、

台 風海洋相互作用 研 究 にお い て 台風 強化 及 び 最大強度

に 対する海洋 の 役割 に 対す る理 解 が深 まることが 期待 さ

れ る。

　 ここ で は 大気海洋間 の 乱流熱フ ラッ クス は 大 気海洋間

の 熱や水蒸気の 差 により生 じるこ とに着目し、海水温 26℃

の 代 わ りに 大 気 2m 高 度 に お け る露 点 温 度 を参 照 温 度 とし

て
、 新たな表層海洋熱容 量 を定義 した。

2．使用データ

海洋再解析データはこ こで は気象研究所北 太 平洋版海

洋同化シ ス テム で計算され た 2002 年1月一2012年 11 月ま

で の 目別値を使用するv 大気再解析 データに つ い て は 海

洋 1司化 シ ステ ム における計算 と整合をとるた め、気象庁大

気 再解析データORA−25＞及 び そ の 後継 版 （JCDAS）の 月

平均値 を使用 した、

計算手 法 として は 、2m 気 温 と相対 湿 度か ら露点 温 度を

計算 し、こ れ を参 照 温度（T、
・，．f）として 海 洋デ

ー
タか ら参照

温 度 に 相 当する深 度 （Z。漣 算 出 す る。この 時、新 しい 表 層

海醐 撫 量 鰯 款 の 式 により計算され る・

　2 ，，
＝ c

。Σq （T，

− T
，。f）ha 、　　　　 （1）

　 　 　 　 　 　 z＝a
ここで Cpは 定圧 比 熱、ρ iは ∫層 に お ける海水 の 密度、− t

は ∫層 の 厚さを示す。

3．結果及び考察
　2002年 1月一2e12年 11月 まで の 期 間 に お け る ＠ ノの平

均及び標準偏差 の 分布を図 la に、TCHP の もの を図 1b

に 示す 。 TCHP の値が 0となる中緯度海域、特に黒潮域に

お い て 新 しい 熱容量 は極 めて 高くなっ て い るの は Minobe

et　 al．（2008： Nature）と整合す る結果で ある。
　TCHP 分布 の

特徴で あっ たフ ィリピン 東沖 に おける高 い TCHP 分布

（Wada 　and 　Chan，20G8： Geophysical　R¢ search 　Letters）は

新 しい 熱容 量 分 布 で は低 くなっ て い る
一

方、赤道 に おけ

る高 TCHP 域につ い て は新しい 熱容量 で は低くな っ て い

る。黒潮 城を 中 心 として 新しい 熱容量分布が 高 い 値 となっ

て い るの は、露点温 度 が低 い た め で あり、編 分布で 見る と

熱 帯 と比 較 して そ れ ほ ど深 くな っ て い ない こ とか ら、海洋

ヒ層の 成層が か なり強い ことが 考え られ る。
一

方 で フ ィリピ

ン 東 沖で は 露 点 温 度 が 高 く、その 結果 として Z 。，が 浅 くなり

（図 示せ ず）、（λ。∫も小 さくなっ たと考 えられ る。

　台風 は
一

旦 成熟 期 を迎 えた 後 、黒 潮域付 近 で再 発 達

す ることが ある。 また海水温 26℃より低い もの の 周囲より海

面 高度 が 高 い 中規模渦が 存在す るこ ともある e そ の ような

海 城 にお い て、台 風 発 達 に対 す る海洋 の 役割を理解す る

場 合、TCHP は 必 ずしも適 切 な指標で は な い p

一方 で 、温

帯 低 気 圧 へ と変 質 す る移 行 期 の 台 風 に 対 す る乱 流熱 フ ラ

ッ クス の 役割 は 大気境界層 に 限 定 され る （Wada 　 et　 al．，
201 ，a，　Advances 　in　Meteor 〔〕［Dgy ）こ とを考え ると、台風 の 眼

の 壁 雲の 中で の 積雲対流や 対流 バ ース トの ようなプ ロ セ ス

が、中緯 度 帯 の 大 気 擾 乱 内 で 起こ るとは 限 らない ことか ら、

新 し い 熱容量 を台風 や 大 気 擾 乱 の 発 達 指 標 として用 い る

場 合は TCHP と異なり、鉛直 シ ア 等の 大気環境場 の 指標

と関連付けて 議論する必 要が あると考え られ るe
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図1 （a）2002 年 1月 一2Gl2 年 11 月 まで の 期 問 に お ける Q．tの 平

均 （シ ェ
ード）及び 標 準偏差 （等値線 ）の 分布 、（b）同 期 間 に お け る

TCHP の 平 均 （シ r ド）及 び標 準偏 差 （等値 線 ）。単位 は 共 に

kJ〆cm2 。
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